
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。
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-
-町に聞きました

　５名の議員が一般質問

９月定例会 議会はここに注目！
平成29年度一般会計決算を認定平成29年度一般会計決算を認定

審議した議案
　公開します 議員の賛否

皆野育ちだ、まかせとけ!!皆野育ちだ、まかせとけ!!

平成30年９月定例会
2018年11月1日発行
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埼玉県皆野町議会
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平
成
30
年
第
３
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
13
日
か
ら
14

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
町
長
提
出
議

案
15
件
（
認
定
４
件
、
議
案
10
件
、
同
意
１
件
）
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※１万円未満は端数処理をしているため、合計金額が一致しない場合があります。

平成29年度 歳入歳出決算額
会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一 般 会 計 41億 2637万円 39億 8036万円 １億 4601万円

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 15億5546万円 14億 1639万円 １億3907万円

介護保険特別会計  10億5840万円 10億 3423万円 2417万円

後期高齢者医療
特 別 会 計  １億2477万円 １億2403万円 74万円

合 計 68億 6500万円 65億 5500万円 ３億0999万円

町道国神128号線町道国神128号線［大渕］［大渕］
　　道路改良工事前払い金道路改良工事前払い金（土木費（土木費 ）  ） 17061706万円万円

平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

41
億
２
６
３
7
万
円

39
億
８
０
３
６
万
円

一般
会計
歳
入

歳
出

529.2529.2万円万円皆野小学校普通教室改修工事 皆野小学校普通教室改修工事 （教育費）（教育費）

第
27
号
（
平
成
30
年
９
月
定
例
会
）

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

９
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」



質
疑

出
産
褒
賞
金
に
つ
い
て
、
子
育

て
に
優
し
い
町
と
い
う
こ
と
を
続
け

る
た
め
に
も
、
大
幅
な
増
額
の
見
直

し
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁
よ
く
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
疑

文
化
会
館
空
調
設
備
更
新
事

業
の
工
事
概
要
に
つ
い
て
説
明
願
い

ま
す
。

答
弁

空
調
設
備
設
置
か
ら
30
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
に
伴
う
設
備
機
能

を
回
復
す
る
た
め
の
工
事
で
す
。
主

な
内
容
は
、
今
ま
で
の
灯
油
か
ら
電

気
に
変
更
し
、
維
持
費
に
つ
い
て
は

灯
油
よ
り
安
い
試
算
で
す
。
ま
た
、

個
別
の
部
屋
で
温
度
設
定
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

質
疑

日
独
友
好
協
会
交
付
金
に
つ

い
て
、見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁

会
計
報
告
を
見
ま
す
と
、
補

助
金
の
大
半
が
基
金
費
に
繰
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
単
年
度
の

活
動
の
補
助
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
き

で
、
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

質
疑

就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給
の

実
施
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

平
成
31
年
度
か
ら
実
施
す
る

よ
う
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
疑

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

の
使
い
道
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁

反
則
金
が
原
資
に
な
っ
て
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

質
疑

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支

給
に
つ
い
て
、
町
に
は
何
％
の
ひ
と

り
親
家
庭
が
あ
る
か
お
聞
き
し
ま

す
。

答
弁

平
成
30
年
５
月
現
在
、
78
世

帯
で
全
体
の
２
％
に
な
り
ま
す
。

農
業
振
興
費
県
補
助
金

質
疑

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
の

内
容
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

答
弁

町
内
２
軒
の
ブ
ド
ウ
農
家
へ
、

高
品
質
の
ブ
ド
ウ
（
ち
ち
ぶ
山
ル
ビ
ー

等
）
生
産
の
た
め
の
、
雨
よ
け
ハ
ウ

ス
設
置
事
業
の
補
助
金
で
す
。

不
妊
治
療
支
援
事
業
の
追
加
補
正

質
疑

特
定
不
妊
治
療
の
助
成
は
、
今

年
度
か
ら
35
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

県
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
現

在
何
件
の
申
請
を
見
込
ん
で
い
ま
す

か
。
ま
た
、
さ
ら
に
広
報
等
で
知
ら

せ
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁
５
件
の
申
請
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

知
ら
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
度
は
既
に
３
件
の
申
請
が
あ
り
、
全

員
妊
娠
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

平
成
29
年
度      
決
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

お
試
し
居
住
、
お
試
し
オ
フ
ィ

ス
整
備

質
疑

工
事
費
か
ら
委
託
料
へ
と
変
更

ま
で
し
て
、
委
託
料
を
１
０
０
０
万
円

に
増
額
補
正
す
る
業
務
内
容
を
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
土
地
借
上
料
と

し
て
い
る
場
所
は
ど
こ
で
、
事
業
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
か
。

答
弁

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

町
全
体
の
連
携
の
中
で
企
業
の
連
合

体
（
商
工
会
建
設
部
会
）
に
事
業
委

託
を
し
、
そ
の
中
で
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
空
き
家
を
利
用
す
る
人

も
実
際
に
一
緒
に
改
修
な
ど
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
場
所
に
つ
い
て
は
、

皆
野
町
役
場
近
く
の
空
き
家
で
建
物

は
無
料
提
供
、
土
地
の
借
地
料
の
交

渉
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

み～な

680.2680.2万円万円

939.6939.6万円万円

金沢観光トイレ建築工事金沢観光トイレ建築工事  
（商工費）（商工費）

プール吐出配管改修工事プール吐出配管改修工事  
（教育費）（教育費）

平
成
30
年
11
月
１
日
発
行

 平成30年 第３回（９月）定例会



水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

質
疑

本
年
度
当
初
予
算
に
も
組
ま

れ
て
い
た
の
に
、
閉
館
す
る
の
で
す

か
。

答
弁

こ
こ
数
年
入
館
者
の
減
少
が

著
し
く
、
ボ
イ
ラ
ー
、
セ
ン
サ
ー
等

の
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
続

き
休
館
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
収
支

の
改
善
も
見
込
め
な
い
た
め
、
ま
た

同
類
の
民
間
温
泉
施
設
が
隣
接
し
て

い
る
た
め
閉
館
す
る
も
の
で
す
。

質
疑

町
民
か
ら
の
要
望
等
は
あ
り

ま
し
た
か
。

そ
の
他
の
議
案
に
関
す
る
主
な
質
疑

答
弁

１
人
い
ま
し
た
が
、
納
得
さ

れ
ま
し
た
。

質
疑

今
後
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
考
え
で
す
か
。
老
健
施
設

や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
所
な
ど
と
し
て
譲

渡
先
を
見
つ
け
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
で
す
か
。

答
弁

旧
金
沢
小
学
校
の
よ
う
な
活

用
が
出
来
れ
ば
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

質
疑

こ
の
条
例
に
よ
り
重
度
心
身

障
害
者
の
方
の
う
ち
、
所
得
制
限
の

対
象
と
な
る
の
は
ど
の
く
ら
い
の
年

収
な
の
で
す
か
。

答
弁

扶
養
者
が
い
な
い
場
合
で
年

間
所
得
額
３
６
０
万
４
０
０
０
円
で

す
。
該
当
に
な
る
と
、
医
療
費
の
自

己
負
担
分
が
発
生
し
ま
す
。
ち
な
み

に
皆
野
町
の
場
合
は
５
、６
名
の
方
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

第
27
号
（
平
成
30
年
９
月
定
例
会
）

町
長
提
出
議
案

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

請
願
・
要
望
・
発
議

平成30年第３回定例会で
審議された議案と議員の賛否 結果

大
塚
鉄
也

林　

太
平

小
杉
修
一

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

平成29年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成29年度皆野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ー

皆野町消防団条例の一部を改正する条例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町水と緑のふれあい館設置及び管理に関する条例を廃止
する条例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成30年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
調停の申立てについて 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
教育委員会教育長の任命について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
憲法９条改定に反対する意見書の提出を求める請願 不採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ー
ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書の採択について 採 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書案の提出について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ふれあい館外観

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

９
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」
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「
道
の
駅
み
な
の
」の

　
　

駐
車
場
に
つ
い
て

小
こ

杉
すぎ

修
しゅう

一
いち

こ
の
夏
、
道
の
駅
が
大
変
に

ぎ
わ
い
、
お
盆
の
と
き
な
ど

駐
車
場
が
空
き
待
ち
状
態
で
し
た
。

今
後
を
考
え
、
一
段
上
に
あ
る
第
２

駐
車
場
を
約
１
メ
ー
ト
ル
削
っ
て
低

く
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
の
で
、

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

秩
父
の
入
り
口
と
い
う
立
地

メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
ち

ち
ぶ
管
内
の
遠
方
の
農
家
さ
ん
も
出

品
し
て
い
た
だ
き
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
第
２
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
多

額
な
工
事
費
、
年
間
数
日
の
満
車
対

応
、
安
定
勾
配
確
保
の
法
面
施
工
に

よ
る
駐
車
面
積
の
減
少
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
内
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

岩
盤
掘
削
に
よ
る
フ
ラ
ッ
ト
化
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

町
道
皆
野
59
号
線
改
良
工
事
の

入
札
に
つ
い
て

こ
の
入
札
は
、
町
指
名
で
参

加
し
た
町
内
４
社
の
提
示
価

格
が
安
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
失

格
と
な
り
、
結
果
、
最
高
額
提
示
の

町
外
の
１
社
が
落
札
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
聞
か
れ

ま
す
。
町
民
が
理
解
で
き
る
よ
う
説

明
願
い
ま
す
。

町
の
入
札
は
、
規
定
に
よ
り

予
定
価
格
以
下
で
最
低
制
限

価
格
以
上
の
、
最
も
低
額
な
入
札
価

格
を
落
札
額
と
し
ま
す
。
従
っ
て
、

最
低
制
限
価
格
未
満
は
失
格
と
な
り

ま
す
。
最
低
制
限
価
格
の
設
定
理
由

は
、
品
質
の
確
保
と
適
正
な
労
働
賃

金
の
確
保
に
あ
り
ま
す
。

指
名
さ
れ
た
４
社
は
こ
れ
で

で
き
る
と
い
う
自
信
の
も
と

で
提
示
し
た
金
額
で
あ
り
、
税
金
を

使
う
こ
と
を
考
え
る
と
安
い
方
が
い
い

わ
け
で
、
今
後
に
向
け
て
い
い
方
向
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
で
町
道
皆
野
59
号
線
は
広
く
な

り
ま
す
の
で
、
来
年
度
は
中
間
に
あ

る
踏
切
の
拡
幅
を
お
願
い
し
ま
す
。

踏
切
の
拡
幅
を
図
り
安
全
な

道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

い っ ぱ ん し つ も ん

発議第２号　ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書

教育委員会教育長の任命に同意しました。

教育委員会教育長　豊田尚正氏（皆野町大字皆野）

　ゴルフ場利用税は、都道府県税として納付され、
その７割がゴルフ場の所在市町村にゴルフ場利用
税交付金として交付されている。その規模は平成
28年度決算で、全国で325億円にものぼる。
　皆野町におけるその交付金額は、平成29年度決
算額で1874万円であり、貴重な財源となっている。
　現在、地方自治体は、医療・介護などの社会保障、
社会資本の老朽化への対応、子育て支援、教育な
どにおいて果たす役割が年々増大しており、これら
の課題解決には財源確保が必要不可欠であること
はいうまでもない。
　また、地域活性化および地方創生に全力で取り
組もうとしている中、ゴルフ場利用税交付金を廃止
することは、国において進められている地方創生に

逆行するものである。
　国におかれては、ゴルフ場利用税がゴルフ場所
在市町村にとって重要な財源であることを改めて認
識していただき、現行制度が存続されるよう強く要
望するものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。

　平成30年９月14日
　　　　　　　　　　　埼玉県皆野町議会

提出先　
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・
財務大臣・総務大臣

提出者：小杉修一議員
賛成者：宮前　司議員・若林光雄議員
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道
路
整
備（
私
道
）に　

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

林
はやし

　太
た

平
へい

町
道
や
林
道
に
つ
い
て
は
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
町

の
中
に
私
道
の
砂
利
道
が
見
ら
れ
ま

す
。「
大
雨
が
降
る
と
水
溜
ま
り
が
で

き
大
変
だ
」
と
よ
く
聞
き
ま
す
。
私

道
の
た
め
に
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

諦
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
町
と
し
て

補
助
金
ま
た
は
材
料
等
の
支
援
を
し

て
は
と
思
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
町
を
掲
げ
て
い
る
中
で
、

長
年
に
わ
た
り
生
活
道
路
と
し
て
税

金
を
納
め
子
ど
も
た
ち
も
大
き
く

な
っ
て
、
高
齢
に
な
り
町
に
寄
附
し

た
い
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

何
軒
か
で
私
道
管
理
し
て
い
る
場

所
も
多
く
、
新
し
い
町
道
、
林
道
整

備
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
道

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
か
砂
利
を
敷

く
と
き
な
ど
に
支
援
し
て
は
と
思
い

ま
す
。

　

多
く
の
方
の
意
見
は
、
子
ど
も
が

町
外
に
出
て
戻
っ
て
こ
な
い
か
ら
と

諦
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
町
道
に
す

る
の
は
問
題
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

税
制
優
遇
な
ど
検
討
し
て
は
と
思
い

ま
す
。

現
状
は
私
有
財
産
の
維
持
管

理
の
原
則
に
基
づ
き
、
私
道

に
対
し
て
補
助
金
及
び
資
材
等
の
支

援
は
で
き
か
ね
ま
す
。

　

税
制
優
遇
は
、
公
道
に
準
ず
る
も

の
以
外
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

町
道
と
し
て
受
け
入
れ
て
も

ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

現
状
で
は
難
し
い
で
す
が
、

提
言
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

今
後
参
考
に
な
る
部
分
は
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
あら

井
い

達
たつ

男
お

日
独
友
好
事
業（
ビ
ュ
ア
シ
ュ

タ
ッ
ト
市
開
催
、
世
界
体
操

祭
参
加
）
の
継
続
に
つ
い
て
。

昭
和
58
年
３
月
、
皆
野
町
日

独
友
好
協
会
は
設
立
さ
れ
、

３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
体
操
祭
に

来
年
招
待
を
受
け
て
お
り
参
加
す
る

予
定
で
す
。

　

今
後
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
こ
と
を
考
え
、
国
際
交
流
、
人

材
の
育
成
の
た
め
、
青
少
年
に
は
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
経
験
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

日
独
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

英
語
圏
と
の
交
流
を
含
め
て
、
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

派
遣
団
体
の
決
定
に
つ
い
て
。

平
成
31
年
度
の
派
遣
団
体

は
、
広
報
な
ど
に
よ
り
、
広

く
募
集
し
選
考
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
派
遣
団
体
の
広

が
り
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生

徒
を
中
心
に
派
遣
し
、
国
際
的
視
野

を
広
め
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を

育
成
す
る
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
し
た
記
録
、
報
告

書
の
作
成
に
つ
い
て
。

過
去
34
年
間
に
わ
た
り
、
計

15
回
、
延
べ
２
８
９
名
を
派

遣
、
ビ
ュ
ア
シ
ュ
タ
ッ
ト
市
か
ら
計
６

回
、
96
名
を
受
け
入
れ
、
相
互
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
日
独
友
好
協

会
、
友
好
20
周
年
の
際
に
は
体
操
祭

へ
の
派
遣
、
訪
問
団
の
受
け
入
れ
な

ど
の
記
録
を
と
り
ま
と
め
記
念
誌
を

発
行
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
広
報
な
ど
で
、
交
流
事
業

に
つ
い
て
は
町
民
の
皆
様
に
広
く
お

知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
独
友
好
事
業
に
つ
い
て

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

９
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」
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内
うちかい

海勝
かつ

男
お

地
方
創
生
と
町
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
、①
皆
野
町「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
事
業
」

今
後
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る

の
か
。
今
年
度
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
」
２
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い

る
が
、ど
の
よ
う
な
現
状
か
。ま
た「
地

方
創
生
交
付
金
制
度
」
に
つ
い
て
、

実
効
性
の
あ
る
「
交
付
金
制
度
」
に

改
め
る
べ
き
国
へ
の
要
望
等
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
き
し
た
い
。
②
昨
年
12

月
議
会
で
、
私
は
「
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
つ
い
て
」
質
問
し
て
い
る
。

み
な
の
矢
尾
が
閉
店
し
１
年
以
上
が

経
過
し
た
が
、
そ
の
後
の
矢
尾
、
商

工
会
等
を
含
め
た
本
町
商
店
街
活
性

化
に
向
け
た
動
向
に
つ
い
て
。
ま
た
、

中
心
市
街
地
の
「
観
光
ト
イ
レ
」
整

備
に
つ
い
て
、
来
年
度
事
業
と
し
て

検
討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ

れ
る
「
交
付
金
内
容
」
等
加

味
し
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
申
請

で
き
る
よ
う
庁
内
で
準
備
を
進
め
た

い
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
複
数

名
の
応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
面
接
を

行
い
、
採
用
に
向
け
進
め
て
い
く
予

定
。
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
は
、「
町

村
会
」
等
を
通
じ
、
機
会
を
み
て
要

望
し
て
い
き
た
い
。

　

②
に
つ
い
て
、
矢
尾
さ
ん
は
「
建

物
は
解
体
す
る
が
敷
地
の
売
買
は
し

な
い
、
跡
地
の
利
用
は
未
定
」
と
の
こ

と
で
、今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

何
カ
所
か
検
討
し
、
現
在
の
町
営
バ

ス
発
着
所
の
「
観
光
情
報
館
と
待
合

室
」
を
改
修
し
て
「
ま
ち
な
か
観
光

ト
イ
レ
」
と
し
て
整
備
を
図
る
考
え

で
あ
る
。

【
要
望
】
６
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
道
の
駅
み
な
の
」
施
設
整
備
に
よ
っ

て
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

町
に
ふ
さ
わ
し
い「
観
光・文
化
施
設
」

を
中
心
市
街
地
に
整
備
し
、
本
町
商

店
街
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
る
よ
う

要
望
し
た
い
。

町
長
＝「
ま
ち
な
か
観
光

　
ト
イ
レ
」整
備
を
図
り
た
い

男常
つねやま

山知
とも

子
こ

市
町
村
国
保
は
、
世
帯
内
の

加
入
者
数
に
応
じ
て
負
担
す

る
均
等
割
が
あ
り
ま
す
。
均
等
割
の

子
ど
も
の
分
を
減
免
す
る
よ
う
、
そ

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

第
３
子
か
ら
の
子
ど
も
に
つ

い
て
平
成
31
年
度
か
ら
減
免

し
ま
す
。ど

の
く
ら
い
の
保
険
税
が
減

免
に
な
り
ま
す
か
。

第
３
子
か
ら
の
対
象
人
数
は

19
人
、
32
万
６
８
０
０
円
の

減
免
額
で
す
。

国
保
加
入
者
の
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
す
べ
て
を
対
象
に
し

て
も
約
３
０
０
万
円
で
実
現
で
き
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
、

す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

研
究
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

「
災
害
は
起
こ
る
」を
前
提
に
、

被
害
を
少
し
で
も
食
い
止
め

る
た
め
の
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

秩
父
ダ
ム
（
二
瀬
・
滝
沢
ダ
ム
）
放

流
に
よ
る
荒
川
水
位
上
昇
時
の
対

策
、
ま
た
実
際
に
避
難
を
呼
び
か
け

る
ま
で
の
詳
細
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

ダ
ム
放
流
に
よ
る
避
難
計
画

は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

引
き
続
き
各
ダ
ム
管
理
事
務
所
や
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
対
応
し
て
い

き
ま
す
。防

災
無
線
も
聞
き
と
れ
な
い

豪
雨
の
と
き
を
想
定
し
た
対

策
は
。
ま
た
、
戸
別
受
信
機
の
設
置

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

災
害
救
助
保
護
計
画
の
発
令

基
準
及
び
伝
達
方
法
に
基
づ

き
、
迅
速
な
伝
達
を
徹
底
す
る
等
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
戸
別
受

信
機
に
つ
い
て
は
、
別
の
手
段
（
安
心

安
全
メ
ー
ル
）
の
整
備
を
行
い
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

国
保
税
の
子
ど
も
の

　

均
等
割
減
免
に
つ
い
て

内
うちかい

海勝
か つ お

男
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議会ホームページ
もご覧ください

　私は、団塊の世代といわれる時代に生まれ育ちま
した。第１次ベビーブームで他の世代に比べ人数が
多く小学校に入学も教室が満杯、食糧事情もまだま
だで、米穀通帳というものがありました。母親から「ご
飯は１粒たりとも残してはいけない。お米はお百姓さ
んが丹精込めてつくったもの、無駄にしてはいけない」

と言われ育ちました。
　しかし昨今は飽食の時代となり、スーパーやコンビ
ニに食品はあふれ、売れ残りや賞味期限切れの食品
が大量に廃棄されていると聞きます。遊休農地、耕
作放棄地が多く見られる中で、日本の食料自給率は
カロリーベースで39％、生産額ベースで64％、この
先が心配です。

四方田　実

議員雑記 食について思う

秩父広域市町村圏組合議会 秩父クリーンセンター

み～な

傍聴やご意見、
お待ちしています

次の定例会は 12月中旬頃に 開催される予定です。
gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール

　皆野・長瀞下水道組合議

会臨時会が平成30年６月

20日（水）に開催されました。

　管理者提出議案が上程さ

れ、質疑が行われ、原案の

とおり同意されました。

　公平委員会委員は、皆野

町から峯岸栄委員、大塚治

延委員、長瀞町から中川昇

委員が選任されました。

新井 達男

皆野・長瀞
下水道組合

報告

　７月17日（火）、全員協議会が開催され、①第２回定例会提出議案の概要、
②橋立浄水場更新工事の進捗状況、③一括発注方式の検証報告についての
説明が行われました。
　設計、施工の一括と分離発注方式があり、横瀬町内において配水管設計
工事が一括発注方式で施工されました。

　７月24日（火）第２回定例会が開催され、提出された４議案は原案のと
おり認定・可決されました。
○平成29年度水道事業利益の処分及び決算の認定
○組合の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一部を改正する条例
（職員の刑罰の関係）
○財産の取得（災害対応特殊はしご付き消防自動車 ２億3198万4000円）
○公平委員会委員の選任…小鹿野町 黒澤耕太郎氏

四方田　実

　平成18年から節目の方を招き、同年代の方々
で同じテーブルを囲み、食事と会話を楽しみな
がらの形となりました。
　金婚、金剛石婚を迎えた方にも出席いただき、
ともに過ごした時代を語り、今の穏やかな暮ら
しの中、長寿を祝う喜びを共有する、かけがえ
のないひとときだったと思います。
　今年も80歳から99歳まで125名の出席をい
ただきました。

　毎年出席率は３分の１ほどですが、会場の皆
さんの輝かしい笑顔は、「いつまでもお元気で」
と願わずにいられないほど、尊いものでした。

慶寿の祝い 　９月27・28日に『慶寿の祝い』が開催されました。

6
20 水

7
17 火

7
24 火


